
日頃から、市政の運営にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。

南丹市では「『のびのび なんたん』〜子育てにやさしいまち〜」を基本理念とした「南丹市子ども・子

育て支援事業計画（令和２年度からの 5か年計画）」に基づき、子ども・子育て支援に関する施策や事

業を推進してきたところです。

このたび、「南丹市こども計画（令和７～１１年度）」の策定を進めるにあたり、子育て家庭の生活状況

や市の施策に対する、保護者の皆様のご意見・ご要望を計画に反映させるために保護者の皆様にアン

ケート調査を実施いたします。

アンケート調査は『「南丹市こども計画」策定のためのアンケート』と『南丹市 子どもの生活状況アン

ケート』の２種類の調査を実施しており、このアンケート調査は、市内にお住まいの小学生のお子さん

の保護者の方を対象としています。２種類の調査票が両方届いた方は、両方ともにご回答ください。

調査は無記名であり、ご回答いただいた内容については統計的に処理しますので、個々の調査票を

公表したり、回答者個人を特定する等、調査の目的以外に使用することは一切ございません。

本市の新しい子育て支援策を検討するための貴重なご意見とさせていただきたく、期日までにご回

答いただきますよう、ご協力をお願い申し上げます。

令和６年●月

【ご回答の方法】

１．宛名のお子さんの保護者の方がご回答ください。

２．就学前のお子さんがおられるご家庭については、【小学生保護者対象】に加え、別に【就学前保護

者対象】の調査票が届きます。設問が異なっておりますので、お手数ですが、両方の調査票にご記

入をお願いします。小学生のお子さんが複数おられる場合は宛名のお子さんについてご回答くだ

さい。

３．ご記入後は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに期限までにご投函ください。

回答締め切り：令和６年●月●日まで
【調査に対するご不明な点、お問い合わせ等】

南丹市役所 子育て支援課（担当：阪本・平井）

電話：0771－68－0017（直通） ＦＡＸ：0771－68－1166

インターネットからの回答も可能です

右の二次元コードを読み取り、回答フォームへアクセスし、下記

の５桁の数字を入力して設問にそってご回答ください。

※通信サービスの接続料金は利用者様の負担となります。

※回答を中断する場合は、そのまま画面を閉じてください。再度

回答フォームへアクセスすると、続きから回答できます。

※一度回答を送信すると、その後修正はできません。

※以下のＵＲＬをブラウザのアドレスバーに入力しても回答で

きます。

■５桁の数字：●●●●●

http://xxxxxxxxx.xxxxxxxxxxxx/xxxxxxxx

二次元コード

「南丹市こども計画」策定のためのアンケート調査

【小学生保護者対象】



※この調査における用語の説明は以下のとおりです。説明をみながら回答してください。

※南丹市で実施していない事業や、利用する時に利用料が伴う事業も含まれます。

※★印：南丹市が市の事業として実施しているもの

事業名等 概 要

★放課後児童クラブ

（学童保育）

地域によって学童保育とも呼ばれている。保護者が就労等により昼

間家庭にいない場合、支援員を配置して、小学校の放課後において

子どもの生活の場を提供するもの。本市では市内７か所で実施し、

事業の利用にあたっては登録が必要である

★放課後子ども教室

地域の方々の参画を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・

スポーツ・文化芸術活動等を体験する取り組み。保護者の就労の有

無に関わらず、すべての小学生が利用できる

※教室により開催頻度が異なります

★地域子育て支援拠点事業

親子が集まって過ごしたり、相談や情報提供の場。子育て支援セン

ター、つどいの広場等と呼ばれている。本市では「子育てすこやかセ

ンター」を運営しているほか、ＮＰＯ法人に委託し「ぽこぽこくらぶ」

を運営している

★放課後つどいの場

市がＮＰＯ法人に委託する「ぽこぽこくらぶ八木（親子が集まって過

ごしたり、相談や情報提供の場）」を活用し、小学生の放課後の居場

所「シードベース」として開放するもの。登録や予約不要で、すべて

の小学生が利用できる

ベビーシッター 育児や家事を代わりに行う民間サービス

★ファミリー・サポート・センター 地域住民による会員制の子どもの預かり事業

★病児・病後児保育

子どもが病気の時、あるいは回復期に預かる事業。利用にあたって

は、かかりつけ医の診断書が必要である（南丹市では病児保育のみ

対応）

★ショートステイ

保護者が、疾病・疲労等身体上・精神上・環境上の理由により児童の

養育が困難な場合に、児童養護施設等で保護者に代わって児童を

養育する事業（原則として７日以内）

★トワイライトステイ
保護者の急用等のため、児童養護施設等で宿泊を含め休日・夜間、

子どもを預かる事業（おおむね６か月以内）

名 称 開設場所

園部たんぽぽ放課後児童クラブ 園部小学校敷地内

園部こすもす放課後児童クラブ 園部第二小学校内

八木せきれい東放課後児童クラブ 八木東小学校敷地内

八木せきれい西放課後児童クラブ R６.４～八木西小学校隣接地（予定）

胡麻どんぐり放課後児童クラブ 胡麻郷小学校隣接地

殿田ひまわり放課後児童クラブ 殿田小学校敷地内

美山やまばと放課後児童クラブ 美山文化ホール内

地 域 名 称 取り組み内容

園部 摩気高山子ども未来塾 学習支援、英語教室、体験学習

八木 神吉太鼓教室 太鼓教室

用語の説明



1

問１ お住まいの地区はどちらですか。（１つに○）

問２ お子さんは何年生ですか。（１つに○）

問３ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。

（１つに○）

問４ あなたの世帯には、あて名のお子さんを含めて小学生以下のお子さんが何人いますか。

（□内に数字を記入）

問５ 調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つに○）

問５-１ 母親、父親の年齢は、次のうちのどれに該当しますか。（それぞれ１つに○）

※ひとり親家庭の方は、母親又は父親のみお答えください。

問５-２ お子さんはどなたと同居していますか。続柄はお子さんからみた関係です。

（あてはまるものすべてに○）

問６ お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。（１つに○）

１ 園部地区 ２ 八木地区 ３ 日吉地区 ４ 美山地区

１ １年生 ２ ２年生 ３ ３年生 ４ ４年生 ５ ５年生 ６ ６年生

１ 母親 ２ 父親 ３ その他（ ）

（あて名のお子さんを含めて）小学生以下の子どもの数□人

１ 配偶者がいる ２ 配偶者はいない ３ その他（ ）

（１）母親
１ 20歳代 ２ 30歳代 ３ 40歳代

４ 50歳代 ５ 60歳以上

（２）父親
１ 20歳代 ２ 30歳代 ３ 40歳代

４ 50歳代 ５ 60歳以上

１ 父と同居 ２ 母と同居 ３ 祖父と同居

４ 祖母と同居 ５ その他（ ）

１ 父母ともに ２ 主に母親 ３ 主に父親

４ 主に祖父 ５ 主に祖母 ６ その他（ ）

あて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。
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問７ 子育ては、楽しいときもあれば、つらいときもあると思いますが、あなたのお気持ちに一番近い
ものは、次のうちどれですか。（１つに○）

問８ 子育てをする中で、日頃悩んでいること、不安に感じることはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○）

問９ 子育てをするうえで、気軽に相談できる人、または、相談できる場所はありますか。

（１つに○）

■問9で「1 いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。

問９-１ 子育てに関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１ とても楽しい ２ 楽しい ３ 少し不安又は負担を感じる

４ とても不安又は負担を感じる ５ どちらともいえない

【お子さんのこと】

１ 病気や発育・発達 ２ 食事や栄養 ３ 育児の方法 ４ 子どものしつけ

５ 子どもとの接し方 ６ 子どもの遊び ７ 子どもの教育や将来の教育費

８ 子育てで出費がかさむ ９ 子どもの生活リズムの乱れ

【保護者のこと】

１０ 仕事や自分のやりたいことができない １１ 配偶者・パートナーの協力が少ない

１２ 話し相手や相談相手、協力者がいない（少ない） １３ 保護者同士の交流・つきあいが難しい

１４ 子どもを叱りすぎているような気がする

１５ ストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまう

１６ 地域の子育て支援事業の内容や利用・申し込み方法がよくわからない

１７ 子育てによる身体の疲れ １８ 夫婦で楽しむ時間がない

１９ 家族の中での子育て方針の違い ２０ 住居が狭い

【上記以外】

２１ 特にない

２２ その他（ ）

１ いる／ある ⇒ 問９-1 へ ２ いない／ない ⇒ 問１０へ

１ 親族（祖父母・おじ・おば等） ２ 友人や知人

３ 近所の人 ４ 学校の先生

５ 民生委員・児童委員 ６ かかりつけの医師

７ 市役所保健医療課（保健師・栄養士） ８ 市役所子育て支援課（家庭児童相談員）

９ 母子・父子自立支援員 １０ 児童相談所（京都府家庭支援総合センター）

１１ 京都府南丹保健所 １２ 民間の電話相談

あて名のお子さんの育ちをめぐる環境についてうかがいます。
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問１０ ご近所や地域の方とのお付き合いはどうですか。（１つに○）

問１１ お子さんが参加している地域活動はどのような活動ですか。（あてはまるものすべてに○）

問１２ 夜間や休日の診療時間外におけるお子さんの急病時には、どのように対応されていますか。

（１つに○）

問１３ 児童虐待※が起こらないようにするために、特に重要だと思うことは何ですか。

（あてはまるもの３つまで○）

※児童虐待は身体的虐待（殴る、蹴る、激しく揺さぶる等）、性的虐待（性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする

等）、ネグレクト（食事を与えない、不潔にする等）、心理的虐待（言葉により脅かす、無視する、きょうだい間での差別的

扱い等）の４つに分類されます。

１ 親しい ２ 付き合いがありやや親しい

３ 少々付き合いがある ４ あいさつをする程度（ほとんど付き合いがない）

５ 分からない

１ スポーツ活動 ２ 文化・音楽活動

３ キャンプ等の野外活動 ４ 子ども会等の青少年団体活動

５ リサイクル等の環境分野での社会貢献活動 ６ その他の活動（ ）

７ 参加していない

１ 休日救急診療所・救急外来（例：京都中部総合医療センター）

２ かかりつけ医

３ 電話相談（小児救急電話相談全国統一番号【＃８０００】番）

４ その他（ ）

５ 受診できる医療機関を知らない

１ 地域における子育て家庭の見守りの強化

２ 子育てを支援する施設やサービス等の充実

３ 児童相談所や市職員等による訪問相談の充実

４ 子育てに関する相談窓口の充実

５ 子育てをする親同士の交流の場づくり

６ 子育てに関する講座等の開催

７ 子育てに関する情報発信の強化

８ 配偶者や家族の育児への協力

９ その他（ ）
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宛名のお子さんの【母親】の就労状況についてうかがいます。（父子家庭の場合は回答不要です）

問１４ 現在の就労状況はどれですか。（当てはまるもの１つに○）

※産休・育休・介護休業中を含みます。

■問１４で「１」「２」を選んだ方にうかがいます。

問１５ 普段の就労時間帯について、最も多いパターンはどれですか。（当てはまるもの１つに○）

宛名のお子さんの【父親】の就労状況についてうかがいます。（母子家庭の場合は回答不要です）

問１６ 現在の就労状況はどれですか。（当てはまるもの１つに○）

※育休・介護休業中を含みます。

■問１６で「１」「２」を選んだ方にうかがいます。

問１７ 普段の就労時間帯について、最も多いパターンはどれですか。（当てはまるもの１つに○）

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）※

２ パート・アルバイト等（フルタイム以外の就労）※

３ 現在は就労していない

１ 主に昼間の就労

２ 主に夜間の就労

３ 昼間・夜間の就労、いずれもある

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）※

２ パート・アルバイト等（フルタイム以外の就労）※

３ 現在は就労していない

１ 主に昼間の就労

２ 主に夜間の就労

３ 昼間・夜間の就労、いずれもある

あて名のお子さんのご両親の就労状況についてうかがいます。
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問１８ お子さんが放課後（平日の小学校終了後）の時間を過ごしている場所とその日数をお答えくだ

さい。また、放課後児童クラブを利用している場合は、その時間と土曜日の利用状況もお答え

ください。（あてはまるものすべてに○をし、（ ）内に数字を記入）

※利用したい時間帯は、（例）１８時のように２４時間制でご記入ください。

■問１８で「５ 放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。

それ以外の方⇒問１８-３へ

問１８-１ 放課後児童クラブを利用している理由をお答えください。（１つに○）

■問１８で「５ 放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。

問１８-２ 放課後児童クラブに対してどのように感じますか。（あてはまるものすべてに○）

過ごしている場所 日 数

１ 自宅 週 （ ）日くらい

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週 （ ）日くらい

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等） 週 （ ）日くらい

４ 児童館（八木東部児童館、日吉興風児童館） 週 （ ）日くらい

５ 放課後児童クラブ（学童保育）

週 （ ）日くらい

→ 下校時から （ ）時まで

→ うち土曜日の利用

１ ある ２ ない

６ 放課後子ども教室 月 （ ）日くらい

７ 放課後つどいの場

（ぽこぽこくらぶ八木「シードベース」）
週 （ ）日くらい

８ ファミリー・サポート・センター 週 （ ）日くらい

９ 地域住民による子どもの居場所 週 （ ）日くらい

１０ その他（公民館、公園等） 週 （ ）日くらい

お子さんの身の回りの世話を主にしている方（主な保護者）が、

１ 現在就労しているから ２ 家族・親族等を介護しているから

３ 疾病や出産等があるから ４ 学生だから

５ その他（ ）

１ 定員を増やしてほしい

２ 利用時間を延長してほしい

３ 施設・設備を改善してほしい

４ 支援員の増員等、指導体制を充実してほしい

５ 指導内容を工夫してほしい

６ その他（ ）

７ 現在のままでよい

あて名のお子さんの放課後児童クラブの利用についてうかがいます。
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■問１８で「５ 放課後児童クラブ」以外に○をつけた方にうかがいます。

問１８-３ 放課後児童クラブを利用していない理由をお答えください。（１つに○）

■すべての方にうかがいます。

問１９ お子さんについて、今後、放課後児童クラブを利用したいとお考えですか。また、利用したい場

合は、それぞれの利用希望日数・時間をお答えください。

（それぞれ１つに○をし、（ ）内に数字を記入）

※利用したい時間帯は、（例）９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。

問２０ 地域によっては、放課後児童クラブと連携して行う事業として『放課後子ども教室』（市内では

園部町に１か所、八木町に１か所）がありますが、その利用意向はありますか。（１つに○をし、（ ）

内に数字を記入）

問２１ 今後の放課後の過ごし方について、主にどのようなことを望みますか。

（あてはまるものすべてに○をし、（ ）内に数字を記入）

お子さんの身の回りの世話を主にしている方（主な保護者）が、

１ 現在就労していないから

２ 就労しているが、放課後児童クラブを知らなかったから

３ 就労しているが、近くに放課後児童クラブがないから

４ 就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから

５ 就労しているが、放課後児童クラブの開所時間が短いから

６ 就労しているが、利用料がかかるから

７ 就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから

８ 就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから

９ 就労しているが、他の施設に預けているから

１０ 就労しているが、子どもの帰宅に間に合っているから

１１ その他（ ）

利用意向 利用希望日数／時間

１ 利用したい ⇒

平 日
１週当たり （ ）日

１日当たり （ ）時間 （ ）時 ～（ ）時まで

土曜日 １日当たり （ ）時間 （ ）時 ～（ ）時まで

日 曜 ・

祝日
１日当たり （ ）時間 （ ）時 ～（ ）時まで

２ 利用する必要はない

１ 利用意向がある ⇒ 週 （ ）日くらい

２ 利用意向がない

３ 利用できる放課後子ども教室がない

１ 放課後児童クラブを利用したい ⇒ 小学（ ）年生まで利用したい

２ 放課後の居場所として放課後子ども教室を利用したい

３ 放課後つどいの場（ぽこぽこくらぶ八木「シードベース」）を利用したい

４ クラブ活動／習い事をさせたい

５ 利用を希望する事業は特にない

６ その他（ ）
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問２１ お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育事業※を利用できない場合に、どのよう

な事業を利用したいと思いますか。（当てはまるもの１つに〇）

※教育・保育事業とは、認定こども園・幼稚園・保育所などでの幼児教育、保育等の事業をいいます。

■問２１で「１～４」を選んだ方にうかがいます。

問２１-１ 事業の利用を希望する理由はなんですか。（当てはまるものすべてに〇）

■問２１で「５」を選んだ方にうかがいます。

問２１-２ 利用したいと思わない理由はなんですか。（当てはまるものすべてに〇）

１ 他の施設（幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業

２ 小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

３ 地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等）

４ その他（ ）

５ 利用したいと思わない

１ 子どもの看護を理由に休みがとれない

２ 自営業なので休めない

３ 休暇日数が足りないので休めない

４ その他（ ）

１ 病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

２ 地域の事業の質に不安がある

３ 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間、日数など）がよくない

４ 利用料がかかる・高い

５ 利用料がわからない

６ 親が仕事を休んで対応する

７ その他（ ）

あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。
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問２２ 保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）に

より、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。

短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の

利用希望の有無について、あてはまる番号１つに○をつけてください。

また、「１」に○をつけた場合は、①～④のあてはまる番号すべてに○をつけ、必要な泊数をご記

入ください（①～④の合計を計にご記入ください。数字は一枠に一字）。

なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。

（あてはまるものすべてに○をし、（ ）内に数字を記入）

問２３ 南丹市における子育て環境や支援への満足度を５段階評価でお答えください。（１つに○）

問２４ あなたにとって望ましい子育て支援施策は何ですか。（あてはまるもの３つまでに○）

１年間の対応 泊 数

１ 利用したい

① 冠婚葬祭 （ ）泊

② 保護者や家族の育児疲れ・不安 （ ）泊

③ 保護者や家族の病気 （ ）泊

④ その他（ ） （ ）泊

２ 利用する必要はない

満足度が低い 満足度が高い

１ ２ ３ ４ ５

１ 仕事と家庭の両立支援と働き方の見直しの促進

２ 子育てにおける経済的負担の軽減

３ 子育てのための安心、安全な環境整備

４ 地域住民のサークル・団体等による子育て支援

５ 妊娠・出産に関する学習機会等の充実

６ 子どもの将来の自立につながる教育・保育の推進

７ 乳幼児健診等子どもの健康の支援

８ 生命の大切さ、家庭の役割についての理解を深める施策

９ その他（ ）

10 特にない

11 わからない

南丹市の子育て支援施策全般についてうかがいます。

あて名のお子さんの宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます。
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問２５ 子育てに必要な情報をどのように入手していますか。（あてはまるもの３つまでに○）

問２６ 最後に、教育・保育環境の充実等子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自

由にご記入ください。

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

同封の返信用封筒に入れ、●月●日（●）までにご投函ください。

もしくは、市役所子育て支援課、各支所総務課へご提出ください。

１ 市役所の窓口や広報紙・パンフレット ２ 市役所保健医療課（保健師・栄養士）

３ インターネット（ホームページ、ブログ、X（旧ツイッター）・フェイスブック等のＳＮＳ）

４ 子育て雑誌・育児書 ５ テレビ、ラジオ、新聞

６ 友人・知人 ７ 隣近所・地域の人

８ 子育てサークルの仲間 ９ 保育所、幼稚園、学校

１０ 子育てすこやかセンター・ぽこぽこくらぶ １１ その他（ ）

１２ 情報の入手先がない １３ 情報の入手手段がわからない


